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【手続補正書】
【提出日】平成22年12月3日(2010.12.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　次式
【化１】

で示される化合物またはその薬理学的に許容できる塩。
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【請求項２】
　次式
【化２】

で示される化合物またはその薬理学的に許容できる塩を、薬理学的に許容できる担体、希
釈剤または賦形剤と組み合わせて含有してなる医薬製剤。
【請求項３】
　医薬として使用するための請求項１に記載の化合物。
【請求項４】
　パーキンソン病を治療するための医薬の製造のための、請求項１に記載の化合物の使用
。
【請求項５】
　うつ病を治療するための医薬の製造のための、請求項１に記載の化合物の使用。
【請求項６】
　統合失調症を治療するための医薬の製造のための、請求項１に記載の化合物の使用。
【請求項７】
　かかる治療を必要とする哺乳動物に有効量の請求項１に記載の化合物を投与することを
含んでなる、哺乳動物におけるグルタミン酸受容体の機能を増強する方法。
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